
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ＲＳウイルス感染症は、感染力が強く、２歳までにほぼ 

１００％感染するといわれています。年齢が低いほど重症化

しやすく、呼吸困難になったり、気管支炎、細気管支炎、肺

炎などの合併症を起こしたりすることもあるので、熱の有無

にかかわらず、上記のようなサインが見られた場合、夜咳き

込んでなかなか眠れないなどいつもと違うなと感じた場合

は、迷わず主治医に相談してみましょう。 

 家での手当て 

・部屋を暖かくして湿度を上げる 

空気が乾燥しているとのどを痛めます。温度と湿度の調節を。 

・水分の補給を 

 のどの乾燥を防ぎ、咳を和らげるために水分補給を。 

・背中をさする 

咳がおさまらないときは、上体を起こして背中をさすったり、

抱っこしたりして安心させましょう。 

 

 

令和２年度 社会福祉法人雫石保育園保健室 

 令和３年がスタートして１ヶ月が経とうとしてい

ます。例年より雪が多い今年。厳しい寒さのなかでも

元気いっぱいな子どもたち。流行中の新型コロナウイ

ルス感染症をはじめインフルエンザウイルス、ＲＳウ

イルスなどを寄せつけない丈夫なからだづくり、環境

づくりに気を配り、寒い冬を元気に乗り切りましょ

う。 

 

１ マスクの表面は、ひだが下向きです。 

２ マスクを顔に当て、鼻・頬のカーブに合わせて 

ワイヤーがある場合は折り曲げる。 

３ 鼻からあごの下までマスクをしっかり 

  伸ばす。 

４ 隙間がないように顔とマスクを 

  ぴったりつける。 

５ 外すときは、マスクの表面に触れない 

  よう耳にかけるゴムひもをつかむ。 

６ マスク本体にさわらないように 

ビニール袋等に入れる。 

７ 袋の口を縛り密閉してから処分する。 

８ 石鹸でしっかり手を洗う。 

  

※使用したマスクをポケットに入れて使いまわすのもマスクの

表面にウイルスが付着していることを考えるとお勧めできませ

ん。マスクケースなどの使用が望ましいです。 

   

 

マスク鼻を出したり、あごに引っ掛けたりしていてはマス

ク本来の役割を果たすことができません。手作りマスク

は、お気に入りのデザインで作っていることもあり、使用

回数が多くなります。そのため洗濯を繰り返すことで縮ん

でしまうものもみられます。鼻からあごまでしっかり覆え

るものの準備をお願いいたします。 

２月の 

  乳幼児健康診査 

５日（金）乳幼児健康診査 

１２日（金）ことばの相談 

１６日（火）２歳６か月児相談 

１７日（水） 赤ちゃん相談 

１９日（金）３歳６か月児健診 


